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１．背景

•人生100年時代、健康寿命の延伸

➡高齢者の疾病予防・健康づくりを推進することが重要

• 75歳になって保険者が変わる

➡保健事業の取組が継続されず、後期高齢者を対象とす
る保健事業は健診のみの自治体が多い

•高齢者は慢性疾患の有病率が高い、特に後期高齢者は
フレイルが顕在化・進行しやすい等の特性がある

➡早期発見・早期対応とともに重症化予防が課題

高齢者の特性に合わせた取組が必要
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２．事業の現状

特定健診〔健康支援課〕

糖尿病性腎症重症化予防・低栄養防止等
〔健康推進課〕

健康診査〔健康支援課〕

口腔健康診査
〔健康推進課〕

７５歳～

保険者（市、
広域連合）に
よる保健事業

介護予防事業（地域支援事業）

〔高齢福祉課・介護保険管理課・介護保険事業課・
地域包括ケア推進課・健康推進課〕

６５歳～

介護予防事業
（市）

課題①

課題②

主な課題 ①年齢による保健事業の分断

②保健事業と介護予防事業の分断

③関連部署が多くコーディネートが必要

～７４歳４０歳～
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３．関連する動き

【国の動き】

➢平成２８年４月 高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正

・高齢者の特性に応じた保健指導等が広域連合の努力義務とされた

➢令和２年４月 医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康
保険法等の一部改正
・高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施を行うための広域連合か
らの委託等について規定（高齢者医療確保法等）
・地域支援事業と高齢者の保健事業、国民健康保険の保健事業とを一体
的に実施するよう努めるものとする理念規定（介護保険法）

【千葉市の動き】

・令和２年４月

健康推進課を新設し、当該課内に担当部署を設置
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「高齢者の特性を踏まえた保健事業ガイドライン第２版」

➢高齢者医療、国保、健康づくり、介護等庁内各部局間の連携体
制整備

➢一体的な実施に係る事業の基本的な方針の作成

➢介護の地域支援事業・国保の保健事業との一体的な取組の実施

市町村における体制の整備等

一体的実施プログラム（具体的な取組内容）

1. 医療専門職の配置

2. 通いの場等への積極的関与

3. KDBシステム等による分析

4. 対象者の抽出

5. 具体的な事業実施

6. 効果的に進めるための取組

7. 地域の医療関係団体等との連携

8. 高齢者の社会参加の推進

9. 保健事業の接続

10.事業の評価
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保健事業と介護予防事業で、それぞれの視点を取り入れ、事業を結びつけていく
そのために・国保データベース（KDB）の情報活用

・地域の医療団体との連携
・医療専門職が通いの場に積極的関与 を進める必要がある 6


